
 

 

塩害について 

 

 

塩害劣化した崩壊寸前の RC 梁です。 

 

・塩害のメカニズム 

コンクリートの内部鉄筋は不動態被膜で保護されていますが、塩化物イオンで破壊さ

れ腐食が促進されます。 

さらに、塩化物イオンがあると Fe2O3,FeOOH の他に FeCl2 も生成され、マクロセ

ル腐食にもなり腐食速度が大きくなります。 

 

・腐食限界塩化物イオン量について 

学会などでは、0.3、1.0Kg/m3 などという値が示されていますが、実際は、確率的

で、0.3 でも腐食することもあるし、4 を越えても腐食しないこともあります。 
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大即の博士論文のデータ（0.10 がほぼ 1.0kg/m3)   

 

・マクロセルの発生状況 

腐食を助長するマクロセルは、特に、補修時に発生しやすいようです。 

・温度の影響 

アレニウス則によって温度の影響を述べ、特に、東南アジアでの促進倍率を述べま

す。 

・寿命予測の１手法 

 

 

 


